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様式３ 

論  文  内  容  の  要  旨  

〔   題     名   〕  Altered Microstructural Connectivity of the Superior 

Cerebellar Peduncle is Related to Motor Dysfunction 

in Children with Autistic Spectrum Disorders 

           （ 自閉症スペクトラム障害児における上小脳脚の微細構造上の接続性の変化

と運動障害との関連について）

学位申請者   花家  竜三   

〔   目     的   〕  

自閉症スペクトラム障害(ASD)児の多くは運動障害を持っていることが報告されているが、その原因となる神経基盤につい

ては明らかにされていない。一方で、近年の画像研究からは、小脳の異常、あるいは小脳と他の脳部位との connectivity

の弱さがあることが示唆されている。そこで今回の研究では、脳の白質線維束の解剖学的特徴を非侵襲的に調べることが

可能な方法の一つである拡散テンソルイメージング(DTI)を使用し、上小脳脚、中小脳脚、下小脳脚の微細構造について検

討し、また、その結果と ASD 児の運動機能との関連を調べることによって、ASD 児の運動障害の神経基盤を調べることを

目的とする。 

〔   方 法 な ら び に 結 果   〕  

年齢、性別、利き手、IQ に有意差がない IQ80 以上の ASD 児群 13 名（男児 12 名、女児 1 名、5 歳－14 歳）および定型

発達児(TD)11 名（男児 10 名、女児 1 名、7 歳－13 歳）を対象とした。運動機能は the Movement Assessment Battery for 

Children 2（M-ABC 2）を用いて評価した。拡散強調画像からトラクトグラフィーにより上・中・下小脳脚を描出し、水

分子の拡散の異方性示す Fractional anisotropy (FA)、及び拡散の程度を示す Axial diffusivity (AD)、Radial diffusivity 

(RD)を測定した。統計解析の結果、運動機能については、ASD 群では M-ABC 2 の総合得点およびボールスキルの得点が

TD 群よりも有意に低いことが認められた。また、ASD 群の右上小脳脚の FA、および左上小脳脚の AD が TD 群と比べて

有意に低下し、M-ABC 2 の総合得点と ASD 群の右上小脳脚の FA との間に有意な正の相関が認められた。

〔   総     括   〕  

ASD 群における上小脳脚の FA・AD の低下は、上小脳脚の軸索の直径や密度といった微細構造に異常があることを示唆

しており、小脳と大脳皮質・脳幹などの他の脳部位との connectivity に異常があることが推察される。本研究の結果から、

上小脳脚の異常が、ASD 児の運動機能に影響を与えていることが明らかとなった。
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論文審査の結果の要旨及び担当者 

氏   名  （   花 家  竜 三   ） 

論文審査担当者

（職）               氏        名 

 主    査        教 授       片 山  泰 一 

 副    査        教 授       友 田  明 美 

 副    査        准教授       菊 知    充 

論文審査の結果の要旨

多くの研究からASD児が運動障害を持っており、その運動障害が社会性およびコミュニケーション障害といったASDの中核

症状や日常生活上の不自由さと関連があることが報告されている。したがって、その運動障害の原因となる神経基盤を明

らかにすることは重要な問題である。 

本研究は、脳の白質線維束の解剖学的特徴を非侵襲的に調べることが可能な方法の一つであるDTIを使用し、上小脳脚、

中小脳脚、下小脳脚の微細構造について検討し、また、その結果とASD児の運動機能との関連を調べたものである。その

結果、ASD群の右上小脳脚のFA、および左上小脳脚のADがTD群と比べて有意に低下し、運動機能の評価結果である

M-ABC 2の総合得点とASD群の右上小脳脚のFA値との間に有意な正の相関が認められた。上小脳脚のFA・ADの低下は、

上小脳脚の軸索の直径や密度といった微細構造に異常があることを示唆しており、小脳と大脳皮質・脳幹などの他の脳部

位とのconnectivityに異常があることが推察される。今日まで、DTIを使用して、ASD児の運動機能と小脳脚の微細構造と

の関連について検討した研究は行われていない。本研究は、前述のテーマにチャレンジし、充分に練られた研究計画の元、

妥当な研究手法を用い、ASD児の上小脳脚の微細構造の異常が、ASD児の運動障害の原因の一つであることを明らかにし

た点が大変優れており、学位の授与に値すると考えられる。


